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県央史談会平成29年5月14日（日）史跡めぐり

横浜貿易新報社・県下名勝史跡45佳選当選記念碑

「鮎の水郷田名｣(19位83，413票)中心に

相模原市田名を歩く

【担当】荻田豊

【見学箇所と参考資料など】

1．昭和橋・当麻の渡し（車窓）

昭和橋は厚木市上依知と相模原市南区当麻とを結ぶ橋で、県道508

号厚木城山線が通る。橋の架かっている付近ではかつて「当麻(上依

知)の渡し」と呼ばれる渡し船が行われていた。これは平塚八王子・

埼玉往還の経由地となっていた。渡船は上依知側に依託されていたが、

明治24年(1892)に当麻側に渡賃が請求され始めた。大正14年(1925)に

近衛工兵隊により仮橋を架橋も間もなく洪水で流出、再び渡船に戻る

が、昭和3年(1928)の洪水で渡船に被害が出た。この災害復旧事業と

して架橋が決まり、昭和の経済不況のあおりを受けたものの、昭和6

年(1931)に開通した。昭和の初めに竣工し、新時代を象徴する橋とい

うことでこの名が命名された。

2．史跡田名向原遺跡公園・旧石器時代学習館

この遺跡は、しおだ土地区画整理事業に伴う発掘調査によって平成

9年3月に発見された。発見された旧石器時代の住居状の遺構は、人

類の定住化の歴史を語る重要な遺跡として、関係者の協力により保存

することができた。その後、平成11年1月28日に国の史跡指定を受け

た。（詳細は現地ガイドの解説を）

3．でえの坂

道標に、坂の脇にある家の屋号が「でえ(台)｣なのでこの名がある

と書かれている。

4．大杉の池
















